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9
月
会
議 
一
般
質
問

平
成
25
年
台
風
18
号
に
伴
う
豪

雨
に
よ
り
、本
県
も
多
数
の
住
宅
が
被
災
し

ま
し
た
。緊
急
的
に
県
独
自
の
支
援
制
度
を
策
定
し
、支

援
金
を
交
付
し
ま
し
た
。迅
速
な
支
援
の
た
め
、本
年
６
月

に
国
の
支
援
制
度
を
補
完
す
る
恒
久
制
度
を
策
定
し
ま
し

た
。こ
の
制
度
は
、被
災
者
の
生
活
の
安
定
と
被
災
地
の
速

や
か
な
復
興
の
た
め
、し
っ
か
り
と
運
用
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。実
際
の
被
災
状
況
に
あ
わ
せ
た
支
援
が
必
要
で
、

全
国
の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

知
事

昨
年
認
定
さ
れ
た
日

本
遺
産「
琵
琶
湖
と
そ
の
水
辺

景
観―

祈
り
と
暮
ら
し
の
水
遺

産
」な
ど
と
絡
め
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

や
誘
客
の
促
進
、歌
の
意
義
を
広
く
認
識
し
て
い

た
だ
け
る
取
組
み
な
ど
を
継
続
的
に
進
め
ま
す
。

関
係
市
や
民
間
と
一
緒
に
な
っ
て「
琵
琶
湖
周
航
の

歌
」百
周
年
を
盛
り
上
げ
、活
用
し
た
い
。

知
事

旅
行
関
係
の
事
業
者
、関

係
市
や
地
域
、湖
上
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
、幅
広
い
関
係
者
と
手
を
携
え
て

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、多
く
の
皆

さ
ん
に
琵
琶
湖
の
自
然
と「
琵
琶
湖

周
航
の
歌
」を
語
り
継
い
で
き
た
滋

賀
の
文
化
、風
土
に
触
れ
て
い
た
だ
く
た
め
、今
年

度
中
か
ら
準
備
に
と
り
か
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

知
事

熊
本
地
震
で
は
、東
日
本
大
震
災
で

の
支
援
の
経
験
を
生
か
し
、カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
方
式
に

よ
り
、被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
き
め
細
や
か
な
支
援

を
効
率
的
に
実
施
で
き
、極
め
て
有
効
に
機
能
し
て
い
る

と
評
価
し
て
い
ま
す
。南
海
ト
ラ
フ

地
震
等
の
応
援・受
援
を
円
滑
に
実

施
で
き
る
よ
う
、「
関
西
防
災・減
災

プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、広
域
的
な
、防

災
情
報
の
発
信
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

土
木
交
通
部
長

滋
賀
県
被
災
者
生
活
再
建

支
援
制
度
の
評
価
に
つ
い
て

熊
本
地
震
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
へ
の
関
西
広
域

連
合
の
対
応
に
つ
い
て
、ど
う
評
価
し
て
い
る
か

全
国
に
向
け
て
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
、さ

ら
に
普
及
す
る
た
め
の
継
続
的
な
事
業
を
取

り
組
み
、滋
賀
県
民
の
歌
と
し
て
拡
げ
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
知
事
の
所
見
を
伺
う
。

「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」を
活
用
し
た

観
光
振
興
へ
の
展
開
に
つ
い
て

防
災
対
策
と

地
域
防
災
力
向
上
に
つ
い
て

「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」誕
生

百
周
年
の
県
の
対
応
に
つ
い
て

森
林
・
林
業
施
策
か
ら
の

地
域
経
済
振
興
に
つ
い
て

他に

国道161号の当初予算
および  9月補正予算

湖西道路
真野～坂本北 6.6㎞

調査設計・改良工事
当初予算5億円
補正2億円

小松拡幅
北小松 3.4㎞
鵜川 　3.1㎞

用地買収・高架橋工事
当初予算6億円
補正5.3億円

湖北バイパス
10.8㎞

用地買収・調査設計
当初予算3.5億円
補正0円

交差点立体化
安曇川地区1.5㎞

調査設計
当初予算0.15億円
補正0.４５億円

一般質問に立つ
（9月定例会議）
一般質問に立つ
（9月定例会議）

鴨川水系河川改修事業促進協議会
の関係の方々と鴨川の現地踏査を
しました。工事が進んでいる箇所、
また進めなければならない箇所を
確認し、安全な河川になるよう要望
してまいります。

マキノ町のメ
タセコイア並
木と「セコイヤ
チョコレート」
を製造販売し
ているフルタ
製菓さんと高
島市が、包括
連携協定を結
ばれました。
収益の一部が
メタセコイア
並木の維持管理費、マキノ高原の運営費
に充当されるとのことです。このように
地方行政と民間企業が連携することは
新しい取り組みとして期待しております。

高島市とフルタ製菓と
包括連携協定調印式

三日月知事 高島市企業視察
関西広域連合議会
防災・医療常任委員会 ＩＮ徳島

三日月知事が高島市へ
企業訪問として、マキノ
町中庄の株式会社平安
製作所を訪問され、私も
同行させていただきました。同社は2015年経済産業省
の第6回ものづくり日本大賞優秀賞を受賞され、世界的
な技術を持っておられます。
また「新旭里山体験交流館もりっこ」で水源の森を守り、
活かす活動をされている市民団体の方々との座談会で
様々な意見交換をされました。その後「高島帆布」等の
生産現場の見学に新旭町太田の駒田織布株式会社を訪
問され工場の中を見学されました。

関西広域連合議会防災・医療常任委員会が徳島県立中央
病院で開催され、同委員会委員長として出席。二府四県
と四つの政令指定都市が構成団体で、今回の協議事項は
　 広域職員研修の推進について
　 広域医療の推進について……でした。

関西広域連合では、ド
クターヘリ6機の運
航。平成27年度の運航実績は3,680回平成28年
度9月末現在で2,119回の出動。
更に需要が高まっており、平成29年度、鳥取県ドク
ターヘリ導入が決定し、更に緊急医療が提供出来る
体制づくりに努めます。　　　　

鴨川水系河川改修事業推進
協議会現地踏査

1
2

第66回滋賀県身体障害者福祉
大会が高島市で開催されまし
た。本大会は、相互に人格と個性
を尊重しあいながら共生する社
会の実現、交流の輪を広げ身体障害の自立と社会参加を推進
する機会として毎年県内で開催されています。

滋賀県身体障害者
福祉大会

安曇川水系治山治水事業促進協議会の
関係の方々と安曇川の現地踏査に行き
ました。安曇川の河川整備も相当進ん
でおります。しかし今回の踏査した状況
を踏まえ、更に安全な河川になるよう要
望してまいります。

安曇川水系治山治水事業促進
協議会現地踏査

平成8年に社会福祉法人「虹の
会」が設立され、「共に生きる」を
理念とされ、高島市の障害者の
方々の生活支援ならびに就労支
援に多大なご貢献をいただいており、心から敬意と感謝を
申し上げます。今後も皆さんと一緒に共に歩みましょう。

社会福祉法人虹の会
創立二十周年

水
位
計
は
流
域
面
積
の
大
き

い
河
川
を
中
心
に
82
箇
所
、河
川

防
災
カ
メ
ラ
は
20
箇
所
の
整
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。河
川
防
災
カ

メ
ラ
は
、今
後
20
箇
所
程
度
増
設

し
、き
め
細
や
か
な
情
報
提
供
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

土
木
交
通
部
長

水
位
計
や
河
川
防
災
カ
メ
ラ
の
整
備
の

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

北小松高架橋下部工事状況
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マキノ町小荒路区
知内区運動会沢区運動会

2  10
10

朽木文化祭11
3

今津町文化祭
11
3

高島地域スポーツカーニバル
9
10

安曇川町五番領自治会 運動会

10
2

新旭町大国主神社御百
燈祭り 

8
14

編集後記

近
畿
地
方
整
備
局
に
来
年
度

一
級
河
川
鴨
川
予
算
要
望

鴨
川
水
系
河
川
改
修
事

業
促
進
協
議
会
と
し
て

清
水
日
出
夫
会
長
、梅

村
勝
久
副
会
長
、事
務

局
の
市
担
当
職
員
と
近

畿
地
方
整
備
局
井
上
河

川
部
長
に
平
成
29
年
度

の
予
算
要
望
に
行
き
ま

し
た
。

三
日
月
知
事
に
来
年
度

一
級
河
川
鴨
川
及
び
安
曇
川

予
算
要
望

鴨
川
水
系
の
清
水
日
出
夫
会

長
、梅
村
勝
久
副
会
長
な
ら

び
に
安
曇
川
水
系
の
石
田
哲

会
長
、山
川
恒
雄
副
会
長
と

来
年
度
の
河
川
整
備
に
向
け

て
、三
日
月
知
事
、土
木
交
通

部
長
に
要
望
に
行
き
ま
し
た
。

マ
キ
ノ
町
海
津 

護
岸
の
石
垣

マ
キ
ノ
町
海
津
の
皆
さ
ん
か
ら
、海
津
大
崎
の

護
岸
の
石
垣
が
崩
れ
か
け
て
い
る
と
の
こ
と
で

視
察
に
行
き
ま
し
た
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
桜
百

選
に
も
選
ば
れ
、桜
シ
ー

ズ
ン
に
は
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
ま
す
。早
く

修
復
出
来
ま
す
よ
う
に

努
力
し
ま
す
。

南
船
木
自
治
会
防
災
訓
練

早
朝
よ
り
今
年
で
10
回
目
と
な
る
南
船
木
自
治
会

の
防
災
訓
練
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。自
治
会
の
ほ
と

ん
ど
の
方
が
参
加
さ
れ
、

住
民
の
皆
様
の
防
災
意
識

が
高
い
と
あ
ら
た
め
て
感

じ
ま
し
た
。同
自
治
会
よ

り
河
川
防
災
カ
メ
ラ
の
要

望
が
あ
り
、９
月
議
会
で
一

般
質
問
を
し
ま
し
た
。

県
道
小
浜
朽
木
高
島
線

庄
堺・三
重
生
地
区
調
査

県
道
小
浜
朽
木
高
島
線
は
平
成
19
年
か
ら
本
格
的

に
長
尾
区
、中
野
区
と
工
事
が
進
み
、南
古
賀
地
区

も
来
年
度
中
に
工
事
完
成

予
定
。引
き
続
き
、道
路
幅

員
の
狭
い
庄
堺・三
重
生
地

区
に
つ
い
て
も
、安
全
で
安

心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
道
路
が
早
く
で
き
ま

す
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

「
藤
樹
書
院
」

藤
棚
改
修
完
了

藤
樹
書
院
の
藤
棚
が

老
朽
化
し
、関
係
者
か

ら
改
修
の
要
望
が
あ

り
、高
島
市
に
要
望
し

て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ

十
月
に
改
修
工
事
が

完
了
し
藤
棚
が
よ
み
が

え
り
ま
し
た
。

地域イベント 地域行事に参加させて
いただきました

今年も9月の台風16号などが
あり、安曇川流域の自治会から
水位計や河川防災カメラの設
置要望がありました。県土木で
は、早速設置に向けた調査が
始まっています。
一級河川鴨川、安曇川、石田川

をはじめ市内の河川整備が進
んでいます。また161号線の
北小松地区の工事が着工し、
161号バイパス工事が進捗し
ております。これにより人口減
少に歯止めをかけ、更に住みや
すい高島市を目指します。

昨
年
に
引
き
続
き
、が
ん
教
育
の
授
業
を

中
学
２
年
生
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。講
師
に
高
島
市
民

病
院
の
お
医
者
さ
ん

や
が
ん
を
経
験
さ
れ

た
方
に
お
願
い
し
、が

ん
に
つ
い
て
詳
し
く
、

ま
た
実
際
の
経
験
談

を
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。生
徒
さ
ん
皆
さ

ん
、真
剣
に
講
話
を
聞

き
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
様
々
な
意
見
が
出

今年度着工「（仮称）新常安橋」工事

たかしまクラフトフェア
「工藝の庭」旧広瀬小学校

ほほえみコーラス30周年記念
コンサート＆コーロ・いまづ演奏会

滋賀県を中心とした若い方々の様々な工藝
の作品が出展され、多くの方々が訪れ賑
わっていました。

高島市からはうたごえ浜風さ
ん、高島・安曇川両高校の吹
奏楽部が出演され会場はほ
ぼ満席で良い音楽祭でした。

昨年に引き続き開
催されたハロウィン
南市。大変多くの方
で賑わい盛り上が
りました。

地域の皆さんと共に歩
んで、創立20周年を迎
えられました。今後とも
充実した養護学校教育
を期待しております。

高島市内で活動するほほえみコーラスさんとコーロ・いまづさんの
素晴しい演奏会が行われました。

第1回藤樹杯争奪グランドゴルフ大会が多くの皆
様のご参加のもと開催されました。

藤樹神社百周年記念
藤樹杯グランドゴルフ大会

新旭養護学校創立20周年ハロウィン・南市

ほほえみコーラスコンサート コーロ・いまづ演奏会

平成28年10月19日平成28年11月14日

平成28年9月9日平成28年10月16日 平成28年9月2日

平成28年11月4日

9
3・4

30
10

30
10

2
11

15
10

て
大
変
有
意
義
な
授

業
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。が
ん
の
正
し

い
知
識
を
身
に
付
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、生

活
習
慣
を
改
善
し
予

防
に
つ
な
げ
る
こ

と
、ま
た
定
期
的
な

検
診
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、早
期
発
見

が
出
来
て
根
治
に
繋
が
り
ま
す
。

が
ん
は
根
治
出
来
る
病
気
で

あ
り
検
診
率
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

地域要望を受けて現地調査

平成28年10月24日

8
28

10
1

ようやく常安橋架け替え工事に伴う橋梁下
部工事に着工いたしました。住民の皆様に
は長年に亘りお待ちいただきご迷惑をお掛
けしました。今後の工事が順調に進みます
ように予算獲得に努めます。

高島市
がん教育
高島市内の中

学で実施

第3回高島・京都市民
交流コンサート


